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となるものだと考えられているからである（図１）。

例えば第一のアプローチである「環境哲学」では、人間というものを、その
0 0

存在を取り囲む
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〈環境
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〉との関係性
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において理解する。このことは人間存在の

本質を“外部”の目線から認識すること、つまり人間を客体として、直接的に

は“生物存在”の一類型として認識することを意味している。ここから浮かび

あがってくるのは、進化によって形作られた生物存在としての人間の特性であ

る。その視点はわれわれに、人間存在を説明するうえで最も基盤となる知見を

提供してくれるだろう。

とはいえわれわれが「人間とは何か」と問うとき、そこで問題としているの

は、必ずしもこうした客体としての人間でない。われわれが求めているのは、

日々現実と格闘しながら生きている、主体としての人間のことでもあるからで

ある。したがってここで第二のアプローチである「〈生〉の分析」が必要とな

る。このアプローチでは、人間をその存在がこの世界で実現する
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〈生
0

〉、言い換

えれば“生きる
0 0 0

”という具体的な活動のなかから
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

理解しようと試みる。それは

〈自然〉
＝「自然生態系」

〈社会〉
＝「〈生〉の舞台装置」
＝「人為的生態系」

〈人間〉
＝〈関係性〉の起点
＝〈生〉の主体
＝生物個体

環境哲学
の射程

〈生〉の分析
の射程

〈関係性〉の分析
の射程

図１　三つのアプローチにおけるそれぞれの射程
図中の〈自然〉、〈社会〉、〈人間〉等については、本書のなかで徐々に明らかにされていくことになるだろう
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